
難病甕簑費難鐵畿度範つもヽ電

『難病曝 者に対する医療等機 する法律 (難病法)撮義 指定される指定難病lt~つ しヽて、治療方法鐘 等
:こ資す統 め、難病患87~―夕の収集勧 率的に行しヽ、治療研究を推進することに加え、勤桑的な治療方法鵡 立さ
れるまでの間、長建曝 による医療費嘲 な負燿が大れ 悪ヽ者を支援する制度。

難定難慶

下記の5つの要件を議たす疾病のうち、
事生労働大臣が指定した331疾籍
e発動 機構が明らかでない
0治療応法が確立してしヽなもヽ
0長期の療賛を必要とする
e憲苦数が人日の0,1%程度|こ達しなをヽ
6客鶴織な診断基準等が確立してしヽる

く理冒賭晴書醸宙蒻a層覇醸>
筆猥 :指定難病及黎 該指定難病に付随して発生す醸   (合併症)に関鶴 医療

:力■轟

診察
業剤の支総
医学鯵処置、手繊及びその他の饗療
居宅にお|する療養上の管理及びその治療
:こ伴う世話その他の看護
病院または診療所への入険及びその療養
に伴う世話その機の蓋護

:馨30,7.0(金 )1 9ico～2013磨 :
:八響浜凝宅緩和ケア症例検討会 :
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訪鋳彗護
誌間リハピリテーション
居宅療養管理指導
介護療量施設サービス
介護予防訪間琶護
介護予防訪問リハピリテーション
介護予鑢居宅療養管理指導

‐

<中 鯉。み磯雪>

特定医猿を実施する指定医療機関警爾道府県によ蟻 定される。

指定医療機関罐 定対象は、病院、診療踊、業局、議欝看護事業獅蒔び規定されている。

森 参考 :講覇看乖 巽す壽 制度

: 訪問看華貯 ―シヨンを利露する場合:よ、指定難病
―

誘看護であること及び指定医療機羹か機 示書務 り、

1._訪間看轟万 ―ションも指贅きど受けてもう必要あ る。

く饉彗餞壼磯雛警酔 群1爾 >

申講におして必要となる臨床調査個人票舞 医師はヽ 都道府県知事鑢 定を受ける必要力場る。

警定難病ほかかってしヽると認められる者であって、次のをヽ
すれかに該当する者
① その療状の程度が厚生着轟省大菱が厚生科学審議会
の意見を鐵機て定める程度 く彰 断基準」☆「重症度」
が海たしてもヽる)である者
② 当該支給認定の申請のあった潟以舗

―
の 12か月以内|こ

医療費が 33.330霧を超える月数が既に3か月以上
ある者

覇雲||1響群

難 饉 e 診議義 5年以上築 理圏蒟臨め、
申講時点4こおして、関係学卸 専F襲酸藩鍵捷

有してtヽると

② 診断または治療に5年以上従事も鶴蒙舞完らり、
一定罪酵修 (※1)雄 了して■醜■
※111～ 2日理度の『指定医研修」(年 1回 )

◎ ○

協力難病

指定医

診断ま態よ治療紀5年以上従事した彗脚嚇勢、
一定の研修 (※2)を修了して藝豪■
11～2時間程度の「協力難病指定医』覆修
i今年度 :4/30開催済み】(年 1回 )

①

X2 X ○

※1・ 2の研修襲程等につ彗て:ま、愛援懸 ―ムページ「難鰤弾嗜策」で検索してくi難しヽ.
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※ :高額な医療が畿簿撃‐鰤 轟泰機織議もヽ {″裁 豪嬢う

課税世帯 鱗課税量帯鋳 議崚 ない で支給認定を受けて6か月経過しており、認定され審寿魔にかかる

高額な医療費を長難で支払づ肇略場合、自轟負握上隋 離 れる特篠.

◎対象吉 :尋婁 奎医療費総鑢 (壽議分)が還ol鉾つ鏡を超え森 藤 鶴 6国以螂 者
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